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あらまし：昨今，様々な点字学習支援システムが開発されている．先行研究において一部の学習者からモ

バイル端末の利用がしづらいという声があった．そこで本論では点字学習の機会の増加を目的とし，学習

環境の一つとしてスマートフォンアプリの開発を行い，運用を行った．結果，モバイル端末を利用したと

いう学習者は前年度よりも増加した．また，テストの予告により利用が見られたことから，短期集中型で

はあるが外発的動機付けによる学習が行われたと推定される． 
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1. はじめに 
点字は，縦 3 点，横 2 点の 6 点の組み合わせで構

成される文字であり，ルイ・ブライユ(Louis Braille 
1809～1852 年)によって，1825 年に考案されたもの

である．日本の点字は東京盲啞学校の教員石川倉次

(1859 年～1944 年)によって翻案された(1)． 
日本図書館協会(2)は 2016 年 3 月に「図書館におけ

る障害を理由とする差別の解消の推進に関するガイ

ドライン」を作成した．その中で障害者とのコミュ

ニケーションの手段を増やすことを推奨している． 
日本点字図書館(3)は点字利用と読書に関するアン

ケート調査で，点字図書の選び方として「図書館員

に相談する」，「図書館からのお知らせの手紙から選

ぶ」，といった回答が挙げられたことを報告した． 
以上のことから，司書には点字の運用能力が必要

であり，司書課程の学生においても点字学習の必要

があることが分かる． 
元木(4)により，晴眼者を対象とした点字学習支援

システム「点字といっしょ！」の開発，同システム

による授業外学習が行われた．これは学習履歴を残

す，Web クライアント・サーバ型のシステムである．

授業内で同システムの紹介と試用を行い，学習者へ

システムによる自習を促し，1 ヶ月間の利用状況を

見守った．PC とモバイル端末(携帯及びスマート 

フォン)，双方に対応したシステムであった．しかし，

「モバイル端末より PC を利用した」と回答した学

生は 29 名中 27 名であった．理由として「スマート

フォンからアクセスしようと思ったら，サーバーが

重すぎて入れなかった」，「モバイルだと通信料金が

かかるから」，等の回答が挙げられた． 
西河原・平野(5)では WBT(Web Based Training)型と

スタンドアロン型の学習支援システムそれぞれの利

点と欠点を指摘している． 

表 1 WBT 型とスタンドアロン型の機能比較 
新規問題の
追加

学習記録を
取れる

レスポンスタイムが
短い

ネットワーク環境が
必要ない

WBT型 ○ ○ × ×
スタンドアロン型 × × ○ ○  
※西河原・平野(5)をもとに，著者らが作成した． 

 
「点字といっしょ！」は WBT 型である為，シス

テムやネットワーク環境によるレスポンスの遅延が

発生する場合がある．Web 利用者の考えが妨げられ

ない待ち時間の限界は 1.0 秒とある(6)． 
本論では，今までのシステムで学習する授業履修

者とは異なる層に対し，点字学習の機会を増やすこ

とを目的とする．その為にスマートフォンアプリの

開発，運用，評価を行った． 
 

2. スマートフォン用アプリケーション 
本論で開発を行ったアプリ「点字といっしょ！

mini」は，HTML5 ハイブリッドアプリ専用開発環境

である Monaca を利用して Web 上で開発を行った(7)．

開発言語は HTML5及び JavaScript，CSS3 を用いた．

Android OS 端末には，本アプリの apk ファイルをイ

ンストールし，本アプリを実行した．iOS 端末には，

iOS アプリである Monaca デバッガーをインストー

ルし，本アプリを実行した． 
本アプリの主な機能は「読み点字問題」，「書き点

字問題」，「点字表」，「今までの記録」，「練習問題」，

である．読み点字は凸面，書き点字は凹面を指す．

問題の形式は画像選択問題と文字(墨字)入力問題の

2 種類である．画像選択問題では 3 つの画像が表示

され，問われた平仮名と同じ読みの点字の画像を選

択する．文字入力問題では表示された点字の画像と

同じ読みの墨字を入力する．「今までの記録」には学

習を行った日時，問題の種類，問題数が記録される． 
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3. 調査 
本アプリの運用は，ドキュメンテーション学科の

専門選択科目として開講されている“マルチメディ

ア演習”で実施したテストを受けた 18 名の受講者を

対象に行った．同学科の学生の多くは司書課程を履

修している．1 回目(2016 年 9 月 16 日)の授業で事前

アンケートと事前テストを実施，本アプリを公開し

た．2 回目(9 月 23 日)で「点字といっしょ！」を公

開した．3 回目(9 月 30 日)の授業で事後テストを実

施した．6 回目(10 月 28 日)で事後アンケートと確認

テストを実施し，本アプリの利用履歴画面を撮影し

提出してもらった． 
よって，本アプリの分析期間は，9 月 16 日から  

10 月 28 日までであり，同時に運用された「点字と

いっしょ！」は 9 月 23 日～10 月 28 日である． 
アンケート及びテスト結果を，「点字といっ   

しょ！」が利用された 2014 年，2015 年と比較し，

本アプリを導入したことによる変化を確認した． 
 

4. 結果と考察 
「PC よりもモバイル端末を利用した」と回答した

受講者は 39%であり，2014 年の 7%，2015 年の 25%
に比べ増加した．どちらのシステムも利用しなかっ

た受講者は 1 名のみである． 
「点字といっしょ！」，及び本アプリをどこで利用

したのか，複数選択可でアンケートを行ったところ，

「点字といっしょ！」は「大学」での利用が明らか

に多数であるのに対し，本アプリでは「移動中」が

最も多く，また利用された場所が分散しており明瞭

な差が無いことが分かる(図 1)．またアンケートの自

由記述では，本アプリを利用して学習を行った理由

として，「起動がしやすかった」，「移動中でも利用し

やすかった」，などの回答が挙げられている． 
 

 
図 1 利用された場所の比較(複数選択可) 

 
事後テストの結果では 0 点の受講者が 6%であっ

た．2014 年の 27％，2015 年の 18%に比べて 0 点の

受講者の割合が下がっていることが分かる(図 2)． 
 

 
図 2 年ごとの事後テストの比較 

2016 年 9 月 30 日以降において，本アプリは利用

されなかった．その後の確認テストでは 17%と 0 点

の受講者の割合が上がった．2015 年の 46%よりは低

かったが，2014 年の 13%より高かった．このことか

ら事後テストを実施する旨，事前に受講者へアナウ

ンスしたため，外発的動機付けになったと推定され

る．短期集中ではあるが，点字学習に本アプリが使

用され，学習機会を増やしたことが推定された． 
 

5. まとめ 
本論では，今までのシステムで学習する授業履修

者とは異なる層に対し，点字学習の機会を増やすこ

とを目的とし，スマートフォンアプリの開発，運用，

評価を行った．結果，前年度よりもモバイル端末を

利用した受講者が増加した．本アプリを利用した理

由として挙げられたのは「起動のしやすさ」や「移

動中の利用のしやすさ」などであった．本アプリが

利用された場所は「点字といっしょ！」に比べ回答

が分散しており，移動中での利用も見られた．この

ことから学習者に複数の学習環境の提供を行うこと

が出来たと言える． 
事後テストの結果では 0 点の受講者は 6%であり，

前年度に比べ減少した．事後テストの事前アナウン

スにより，外発的動機付けとなったことが推定され

る．短期間ではあるが，点字学習に利用された． 
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